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１次評価 Ｂ ２次評価 Ｂ ３次評価 Ｂ 

 

■利用者の増加や補助内容の拡充を図る目的で、集会所建設費等補助制度を見直し、制度改正を 

行なった。 

■未整備地区への導入の可能性を広げるため、ふれあい広場設置基準の見直しを検討した。 

■自治会加入促進を図るため、各種促進事業を展開した。 

●自治会集会所については新規取得がなかったことから実績値にとどまった。旧市域のふれあい広場

については目標値に達したが、合併に伴う計画数の増加により結果 68.5 に留まった。 

●市自治会連合会等との協働による加入促進事業の実施により加入世帯数増を図ることが、自治会活

動の活性化や地域の連携に対する意識の向上につながると考えている。 

 

自治会活動や身近な活動拠点として自治会集会所の取得促進、ふれあい広場の設置・整備を進め、

地域に根ざした自主的で多様な地域コミュニティ活動を支援する。平成 20 年４月 1 日現在の自治会

加入世帯は１８０，２８２世帯である。自治会集会所の状況については、592 自治会のうち３２１の

自治会が自治会集会所を取得(借用を除く)している。ふれあい広場は 37 箇所が設置がされており、こ

のうち 34 箇所が旧相模原市地域における計画整備数である。自治会活動や身近な活動拠点として自

治会集会所の取得促進（確保）、ふれあい広場の設置・整備を進め、地域に根ざした自主的で多様な地

域コミュニティ活動を支援する。また、相模原市自治会連合会と協働して自治会加入促進活動を進め、

自治会加入世帯の増加を図る。 

１ 施策の目的 

２ 取組み（目的達成するため、課題解決に向けて取り組んだ内容・事業） 

３ 実績値の分析（目標値に対する実績値について、取組み内容の効果・成果を分析する） 

４ 平成２０年度評価結果（３次評価での指摘事項及び意見） 

◆市の取り組みの成果が見えるような指標を検討すること。 

◆防犯や防災などで自治会活動の成果が見えるような指標も検討すること。 

 



 

 

改善項目 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

①成果指標の設定                   

     ●             ○市の活動成果が示せる指標の設定 
（地域の自主防災組織を知っている

割合） 
     設定             

     ●             ○自治会の活動成果が示せる指標の

設定（地域の防災訓練に参加したこと

がある割合） 
     設定             

                   
                   

②自治会加入促進策の検討                   

                  ○行政と自治会の連携及び事業者等

への協力依頼による加入促進の仕組

みの構築 
                  

                  
○促進策の実施 

                  

                  
○周知・ＰＲ方法の検証・検討 

                  

                   

                   
                   

                   
                   

                   
                   

 

平成 20 年 平成 21 年
５ 改善に向けたスケジュール 

平成 22 年 


